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１ はじめに 

菊池郡市では、岩下会長（泗水中学校）を中心に、１２校３４名の保健体育担当

者で研究を進めている。研究テーマを「楽しさと喜びを実感し、自主的に運動に取

り組む生徒の育成」と設定し、「思考力・判断力・表現力等を育む授業づくり」を

めざして研究を進めている。 
昨年度の研究発表菊池大会に向けて、会員全員が一丸となって取り組んできたこ

とを、今年度はより多くの種目に増やし実践を行った。身に付けさせたい知識・技

能を明確にしながら、より活発な言語活動を促すための学習言葉の精選、ICT 機器

の効果的な活用方法、等について研究してきたことを、各学校の実態に合わせ個に

応じた指導方法の工夫、協働的な学習活動の充実を図っていけるように、さまざま

な種目で授業実践に取り組んだ。 
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 授業研究部 

研

究
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体つくり運動 旭志（田邉） 
 陸上競技 菊池北（緒方）  
 水泳 大津北（大谷、甲斐） 武蔵ヶ丘（古閑、津留、梅北、井本） 
 球技 菊池南（平田、髙宮） 泗水（坂田、岩谷、若杉） 

西合志（佐藤、吉村） 西合志南（高橋、米良、泉、山下） 
菊陽（米田、本郷、三川） 合志（山下、澤田、山崎、坂本、佐藤） 

七城（内田） 
ダンス 大津（寺本） 

体力実態調査、スキル W-up、体力調査、分析、考察、対策 

楽しさと喜びを実感し、自主的に運動に取り組む生徒の育成 

～思考力・判断力・表現力等を育む授業づくりを通して～ 

中学体育部会長 

事務局 庶務･会計 

 

授業づくりの視点 

 ①菊池大会の実践の継続とスキル W-up の改善 
 ②各学校の体力実態把握、分析、考察、対策 

研究推進委員 



４ 活動状況 
（１）第１回一斉研修会【５月２４日（水）泗水中学校】半日研：参加者３４名 

○平成２８年度事業報告及び決算報告 
○平成２９年度事業計画及び予算案審議、役員選出 
 

（２）第２回一斉研修会【６月２７日（火）武蔵ヶ丘中学校】半日研：参加者３４名 
  ○昨年度の菊池大会の研究について 武蔵ヶ丘中学校 教諭 津留 知子 
  〇体力優良校の取組について    菊陽中学校 教諭 米田 豊和 
 
（３）第３回一斉研修会【８月１日（月）菊池北中学校】参加者３３名 
〈午前〉模擬授業「バスケットボール」 菊陽中学校 教諭 三川 了大 
    実技講習「バレーボール」   泗水中学校 教諭 若杉 新策 

 〈午後〉指導案検討会・協議内容報告 
     自校の平成 28 年度の体力向上実践報告及び平成 29 年度計画の作成 
 
（４）第４回研修会【１月１５日（月）菊陽中学校】半日研：参加者３３名 

○研究授業 球技「バスケットボール」 菊陽中学校 教諭 三川 了大 
○授業研究会 
○本年度のまとめ 

 
５ 反省と課題 
  今年度は、平成２７年度から研究を行っている「学習指導過程の工夫」と「言語

活動の工夫」の２つの視点について、昨年度の熊本県中学校体育研究会で発表した

「サッカー」と「剣道」以外の種目で継続した研究を行った。特に、今年度は「バ

スケットボール」と「バレーボール」の専門性を活かして授業を提案していただき、

専門外の教師でも実践できるような学習内容の精選、身に付けさせたい技能の確実

な定着のための手立て、学習言葉の検討等、協議を重ね体育担当者に授業を提案す

ることができた。 
  今後に向けた課題としては、研究授業を中心とした研究実践を積み重ね、学習指 
 導要領改訂とともに、今までの研究を活かしながら、「主体的で・対話的で深い学 
 び」を実現する授業づくりを体育分野のみではなく、保健分野と体育理論について  
 も研究を進めていきたいと考えている。 

 


